






要約:本邦においても、SIDS の理解が広まったことと本邦からの研究が学問的に世界と共

有するようになる為、SIDS の定義を解剖を必須とし、また、死亡状況の判断を加えるこ

ととした。さらに、アルテの用語に関しても定義を定めるとともに「乳幼児突発性危急事

態(アルチ)」と提言した。本症は新生児早期においても、発生することが明かとなり、ま

た、そのような症例の剖検所見において神経病理学的に乳幼児に見られる SIDS と極めて

類似した所見であるところから、SIDS は新生児期に発生するのみならず、その発生頻度

は約出生 1000 に対して O.01であることが知られた。DOA の約 1/3 は、SIDS であるところ

がら SIDS 用の調査用紙が試作された。また、突然死の症例の解剖においても、必要な情

報を共有するため SIDS 解剖プロトコールが提案された。SIDS と育児環境に関しては、本

邦においてもうつ伏せ寝および着衣や寝具による体温管理が SIDS 発生に関与しているこ

とが示された。また、SIDS は自営業や勤務者以外のその他の職業の家庭に多くみられる

ところがら、本症の発生に社会的要因が大きく関与していることが本邦においても明かと

された。


